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５． ビスアントラセン誘導体 BD1 の高い EL 発光効率の原因が高次三重項からの逆系
間交差を経由した蛍光機構にあることを、励起状態計算及び振電相互作用定数計
算により示した。さらに、振電相互作用密度解析を用いることで、この発光機構
の必要条件である高次三重項と低次三重項の間の無輻射遷移抑制の原因を明ら
かにした。ここで示された発光機構は、今後の材料開発に新たな設計指針を与え
るものである。 
以上、本論文は、化学反応及び発光現象における振電相互作用の影響を明らかにし、
それに基づいた反応領域選択性予測や発光機構推定を可能にするものであって、学術
上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文と
して価値あるものと認める。また、平成２８年２月２３日、論文内容とそれに関連した
事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを
確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表 
に際しては、未公表箇所が全て論文掲載されるに至るまでの間、当該論文の全文に代え
てその内容を要約したものとすることを認める。 
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